
番号 日　時 テーマ 単位 会場 定員

8
   　６月　８日
    　  （木）
14:00～16:00

熱中症予防と健康管理
（生涯研修）
専門2単位

労働会館
【松江市】

25名

9
   　６月２４日
        （土）
14:00～16:00

2022年版(改）ＩＬＯ国際じん肺レントゲ
ン分類：米国ガイドにそった胸部デジ
タル画像のビューワー読影

（生涯研修）
実地2単位

サンマリン浜田
【浜田市】

20名

10
   　６月２９日
        （木）
14:00～16:00

産業医の治療と仕事の両立支援への
対応

（生涯研修）
専門2単位

出雲市民会館
【出雲市】

25名

11
   　７月　８日
        （土）
14:00～16:00

2022年版(改）ＩＬＯ国際じん肺レントゲ
ン分類：米国ガイドにそった胸部デジ
タル画像のビューワー読影

（生涯研修）
実地2単位

労働会館
【松江市】

20名

12
   　７月１５日
        （土）
14:00～16:00

熱中症予防と健康管理
（生涯研修）
専門2単位

朱鷺会館
【出雲市】

25名

13
   　７月２２日
        （土）
14:00～16:00

ポストコロナでの感染対策アドバイス
（生涯研修）
専門2単位

労働会館
【松江市】

25名

※現在、認定申請中です。

FAXで申し込みの場合は、下欄にご記入のうえ当センターまで送付願います。(ホームページからもお申し込みいただけます。)
お申込み後にキャンセルされる場合には、早めにご連絡を頂きますようお願いします。（研修会当日の急なキャンセルについては除きます）

　

島根産業保健総合支援センター 　ＦＡＸ ０８５２－５９－５８８１　ＴＥＬ ０８５２－５９－５８０１
最新の研修案内をメールマガジンで配信しています。メールマガジンの登録は、下記ホームページからお申し込みください。
本用紙に記載された個人情報は、産業保健活動総合支援事業の目的以外には使用いたしません。

島根産保 検索

・中村　嗣　産業保健相談員（島根県立中央病院　感染症科　部長）
　
　COVID-19によって、この数年は様々な制約がありました。感染対策に関しても有効なもの・
効果がないもの含めてなされてきました。それらの現状を踏まえ、今後の対策をどうするか、
新たに来るであろうウイルス等に対する心構えなどを主に国内での業務に対して解説する。
　また、海外への旅行・赴任も活発になってくると思いますが、感染対策は国内とは事情も
異なってきます。今回は、海外へ渡航する際の疾患とワクチンについて解説する。

・塩飽　邦憲　産業保健相談員（塩飽労働衛生コンサルタント事務所所長）

　高年齢労働者の増加、疾病構造の変化、治療の進歩により職場においても治療と仕事の
両立支援が重要になってきた。両立支援の現状、両立支援の進め方（がん、腰痛、自己免
疫疾患、精神障害等について事例紹介）、両立支援での産業医の産業医、産業看護職、衛
生管理者、人事労務担当者の役割、両立支援の課題と健康経営について解説する。

・日下　幸則　産業保健相談員（JA島根厚生連　健康管理センター診療所長）

　待望していた塵肺デジタル胸部画像のILO標準分類が公刊された。ILO国際分類は、その
1958年版から塵肺小陰影スケーリング（密度）は不変である。その読影研修に米国NIOSH、
タイ日を中心とするAirPneumo等と、プログラム化もされている。標準画像の中にはＨＲＣＴ
も伴う症例も有り、医療用高精細ビューワー（3Ｍ）による本実地訓練の教材でもある。
　なお、標準画像集もガイドも、無料にてダウンロード可。

・日下　幸則　産業保健相談員（JA島根厚生連　健康管理センター診療所長）

　待望していた塵肺デジタル胸部画像のILO標準分類が公刊された。ILO国際分類は、その
1958年版から塵肺小陰影スケーリング（密度）は不変である。その読影研修に米国NIOSH、
タイ日を中心とするAirPneumo等と、プログラム化もされている。標準画像の中にはＨＲＣＴ
も伴う症例も有り、医療用高精細ビューワー（3Ｍ）による本実地訓練の教材でもある。
　なお、標準画像集もガイドも、無料にてダウンロード可。

・春木　宥子　産業保健相談員（松江記念病院健康管理センター　顧問）
　
　毎年、多くの人が病院に運ばれ死亡する熱中症はもはや災害とも言えます。熱中症で搬送
された人の約半数は「６５歳以上の高齢者」です。
　熱中症は、高温多湿な環境に長くいることで、徐々に体内の水分や塩分のバランスが崩れ
たり、体温調整機能がうまく働かなくなった状態を言います。
　屋外だけではなく室内でも何もしていないときでも発症することもあるため、人が生活する
うえでの健康管理が非常に大切になっており、熱中症と日頃の健康管理について解説する。

【医師（産業医） 用】

２０２３年度 産業医学研修のご案内（2023年6月～2023年7月）　
島根産業保健総合支援センターでは、認定産業医等の皆様を対象として産業医学研修会を開催しており、専門的かつ実践的能力の
向上を図ることを目的に実施するものです。
新型コロナウイルス感染状況及び申込者が少ない場合など、研修会を中止する場合がありますのでご了承願います。

講師・研修内容

・春木　宥子　産業保健相談員（松江記念病院健康管理センター　顧問）
　
　毎年、多くの人が病院に運ばれ死亡する熱中症はもはや災害とも言えます。熱中症で搬送
された人の約半数は「６５歳以上の高齢者」です。
　熱中症は、高温多湿な環境に長くいることで、徐々に体内の水分や塩分のバランスが崩れ
たり、体温調整機能がうまく働かなくなった状態を言います。
　屋外だけではなく室内でも何もしていないときでも発症することもあるため、人が生活する
うえでの健康管理が非常に大切になっており、熱中症と日頃の健康管理について解説する。

医院・病院
又は

勤務先

ＴＥＬ （　　　　　　　　）　　　　　－　　　　　　　　　　（自宅　・　勤務先）

ＦＡＸ （　　　　　　　　）　　　　　－　　　　　　　　　　（自宅　・　勤務先）

氏　　　名 住　　　所
〒

※当センターでは日本医師会認定産業医制度における生涯研修のみ実施しており、基礎研修は行っておりません。

※研修当日、産業医の先生は産業医学研修手帳（Ⅱ）を受付でご提示下さい。
※研修会場では他のイベントと重なり駐車場が利用できないことがありますので、ご了承下さい。

研修会申込書(産業医用）

希望研修番号

右記のQRコードから申し込みいただけます。


